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No. 22 ( 1977) 

天然テルルのαおよび 3He照射による 123Iの製造‘

本間義夫，村上悠紀雄

すでに天然アンチモンの α照射による励起曲線，厚いターゲット収率曲線を求め，できうる

かぎり， 124Iのはいらない 123J製造のための照射条件を提案したへ

1241, 12srの混入は 123Jの効用を著しく阻害するものであり，したがって， 123xe→123Jにより

123Jをつくれが， 124Xeが安定のため 124Iがはし、らない 1231をつくり得ることが推定きれる。そ

こで，本研究ではテルルの α，3He照射により 123xeをつくり，ヨウ素のラジオアイソトープ

の混入がきわめて少ない 1231をつくる可能性を両反応について比較検討した。

{tJ~ ，1生テルルはもろく，フォイノレを作成するのがl木！難なため，従来は濃縮 122Te , 123Te 

’124Teを粉末のまま照射している。したがって，励起曲線，厚いターゲソト収率曲線は明確に

求め得ず， 123xe→1231を目的として，経験的に照射エネルギー，ターゲット厚を変えている c

また，本研究で明らかにした国IJ生成核樟ー 1301はしゃへいされた核縄（shieldednuclide）であり，

α，3Hb による生成はまったく報告がない。

そこで＼まず天然テルルの電着ターゲソトを作成し，スタックターゲソト法で 40MeVまでの

α，3He照射を行い，目的の 123xeのほか， IJIJ生する12sxe, 130J等や（α，pxn),(3He, pxn）反応

で生成する1231の励起曲線（Fig.1），厚いターゲット収率曲線を求めた。これらの結果から，

天然テルルにおいては 122Te,123Teの存在比がそれぞれ， 2.46%,0.87%と小さいため， 123xe

の収率は 40MeVの 3He，α照射で，それぞれ， 195μCi/μAh, 43μCi/ μAhであり，これより

EOB後 6.64hに25.BμCi/μAh,5.7μCi/μAhの 1231を生ずる。すなわち，天然テルルをターゲッ

トとして， 3He，α照射で実用量の 123xe-→123Jをつくることは相当むずかしい。しかし，濃縮

122Teおよび 123Teを用いた場合の 123Jの収率を本法の結果より計算すると，十分可能性があ

る。

すなわち濃縮 123Te(76.5%)17 4mg/cm2に 30MeVの 3He照射を行えば，約 724μCi/μAhの

1231が不純物として 1251(0.14%）で得られることが計算によりわかった。 124Iは検出きれない。

このさい 123Xeはキャリヤ一方、スを用し、て捕集すればよしターゲットからの 123Jの分離も容

易であり， 130Jなどの除去法もキャリヤ一方、スを Na2S03溶液を過すことによりできる。さらに

照射粒子のエネルギーも比較的低くてすむので，小型サイクロトロンで十分に実用量の 123Jが

製造でき，医学利用の123Jの製法として有望で、ある。

＊ 本報告は Radioisotops,26, 74～79 (1977）に発表

1) 本間義夫，村上悠紀雄： Radioisotopes,25, 315 (1976) 
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Fig. 1 Excitation curves for 3He and αreac・
tions on natural tellurium producing 
123Xe 

-126ー


